
【 見学会の行程 】

１ 机上研修

２ 中央管理室見学

３ 現場施設見学



【 机上研修 】

１ 松本市水道事業の変遷

２ 松本地区の水運用の概要

３ 見学施設紹介

・島内第１水源地

・城山配水地

４ 現在進めている取組み

【 飲める水道 】

問題 日本のように
水道の水をそのまま飲むことができる
国は、世界で何か国ありますか？

答え １２か国 /１９６か国

アイスランド、アイルランド、オーストリア、オランダ

スウェーデン、セルビア、デンマーク、フィンランド

日本、ニュージーランド、ノルウェー、モンテネグロ

出典：令和４年度版 日本の水資源の現況について（国土交通省）



令和５年４月１日現在

給水人口 約２３万５千人
給水戸数 約１０万８千戸
普及率 ９９．６％
給水区域面積 ２４０．２㎢
松塩水道用水 約８０％
総配水量 約２，８７０万㎥
有収水量 約２，５１５万㎥
有収率 ８７．６％

松本地区
（174.5㎢）

四賀地区
（27.5㎢）

波田地区
（15.8㎢）梓川地区

（22.4㎢）

【 水道施設について 】

地区 松本地区 四賀地区

梓川地区

波田地区 合計

梓川 安曇 奈川

水源地 ７ ６ ６ ７ ８ ５ ３９

浄水場 １ ４ ２ １ ５ ４ １７

配水地 ４６ ２７ ６ ５ ８ ５ ９７

加圧所 ３８ １７ ５ ０ ０ １ ６１

減圧槽 １８ １ １ １ ３ １ ２５

合計 １１０ ５５
２０ １４ ２４

１６ ２３９
５８



松本市の水道事業の変遷

【 松本市の水道事業の変遷 】

問題 日本国内で、最初に近代水道を導入し
た都市はどこでしょうか？

答え 横浜市
・明治２０年給水開始
・首都東京に近い港であり、表玄関として国家としての

体面があったため、早期に整備されました。
・江戸時代からの用水では、漏水や外部からの汚染により水質

の悪化が問題となりました。また、コレラ予防といった防疫
上の観点から近代水道の導入が進められました。

国内の近代水道創設



• 水道法（昭和３２年制定）

第二次世界大戦後、政治、経済、社会全般に
わたる情勢が一変したことにより制定

水道法の制定

←現行法

• 飲料水注意法（明治１１年制定）

明治１０年のコレラ流行（約8,000人死亡）
を受け、布達

• 水道条例（明治２３年制定）

水道行政の原点
明治・大正・昭和と約７０年間運用

【 松本市の水道事業の変遷 】

松本市の水道創設の背景と経緯

• 松本市の市街地は、古く
から湧水に恵まれ、水路
や木管などを用いて、町
中へ導水し使用していま
した。

• 明治時代には、井戸を掘って水源として
いましたが、明治後期から商工業発展に
伴い、人口増加により水不足になること
もありました。

【 松本市の水道事業の変遷 】



• 人口増加による水不足だけでなく、明治
２１年と４５年に発生した大火の教訓に
より、防火上の観点からも水道設置の必
要性が高まりました。

• 大正６年、水道の設置に向けた調査に着手、
島内村大字青島の湧水を水源とし、８年に
設置を決定。

• 同１０年に起工し１２年９月に一部給水開
始、１３年に竣工しました。

【 松本市の水道事業の変遷 】

• なお、合併地区では

大正１５年 今井村

本郷村浅間区

昭和７年 芳川村村井区

など、各村で水道の布設を進めました。

昭和２９年 近隣１３か村の合併により、
８か村の水道事業を継承。

【 松本市の水道事業の変遷 】



昭和の大合併 昭和２９年（近隣１３か村と合併）
第１次拡張事業 昭和３２年５月～昭和３４年３月
第２次拡張事業 昭和３５年４月～昭和４３年１２月
第３次拡張事業 昭和４４年４月～昭和５１年３月
本郷村と合併 昭和４９年５月
第４次拡張事業 昭和５０年４月～昭和５７年３月
第５次拡張事業 昭和５７年４月～平成元年３月
第６次拡張事業 平成７年４月～平成２１年３月
平成の大合併 平成１７年（近隣４か村と合併）
四賀地区拡張事業 平成１９年４月～平成２７年３月
梓川地区拡張事業 平成２１年４月～平成２６年３月
波田町と合併 平成２２年３月
波田地区拡張事業 平成２２年６月～平成３０年３月
梓川地区花見配水区整備事業 平成２４年４月～平成３１年３月
簡易水道等統合 平成２７年４月

【 松本市の水道事業の変遷 】

大正１２年頃

給水区域

給水区域の変遷



給水区域

給水区域の変遷

昭和２３年頃
（合併した地区の許認可水道を除く）

給水区域

給水区域の変遷

第１次拡張事業後
昭和３２年５月～昭和３４年３月

（合併した地区の許認可水道を除く）



給水区域

給水区域の変遷

第２次拡張事業後
昭和３５年４月～昭和４３年１２月

（合併した地区の許認可水道を除く）

給水区域

給水区域の変遷

第３次拡張事業後
昭和４４年４月～昭和５１年３月

（合併した地区の許認可水道を除く）



給水区域

給水区域の変遷

第４次拡張事業後
昭和５０年４月～昭和５７年３月

（合併した地区の許認可水道を除く）

給水区域

給水区域の変遷

第５次拡張事業後
昭和５７年４月～平成元年３月



給水区域

給水区域の変遷

第６次拡張事業後
平成７年４月～平成２１年３月

給水区域

四賀・梓川・安曇・奈川村合併後
平成1７年４月～

安曇簡易水道

稲核簡易水道

沢渡簡易水道

乗鞍簡易水道

西北山簡易給水施設

細原簡易給水施設

給水区域の変遷

穴沢簡易水道

入山辺簡易水道

三城飲料水供給施設

奈川簡易水道



給水区域

波田町合併後
平成２２年３月～

安曇簡易水道

稲核簡易水道

沢渡簡易水道

乗鞍簡易水道

西北山簡易給水施設

細原簡易給水施設

三城飲料水供給施設

入山辺簡易水道

穴沢簡易水道

奈川簡易水道

給水区域の変遷

給水区域

簡易水道等統合後
平成２７年４月～現在

給水区域の変遷



松本地区水運用の概要

• 奈良井ダムを水源とする松塩水道用水から
受水し、不足分を自己水源で補っています。

• 配水区を１０ブロックに分け水運用を行っ
ています。

自己水源（７か所）

島内第１水源地（浅井戸）

島内第２水源地（浅井戸）

源地水源地（深井戸）

芳野町第２水源地（深井戸）

大久保第１水源地（深井戸）

大久保第２水源地（深井戸）

三城水源（河川水）

受水配水地（８か所） 日受水量（63,000㎥）

茶臼山配水地 9,000㎥

妙義配水地 10,000㎥

藤井配水地 4,000㎥

並柳配水地（第１・第２） 12,500㎥

寿配水地 12,000㎥

松原配水地 5,000㎥

今井第１配水地 3,000㎥

今井第２配水地 7,500㎥

【 松本地区水運用概要１ 】



配水区 受水配水地 水源・浄水処理方式

第１配水区 茶臼山配水地

第２配水区 妙義配水地

第３配水区 藤井配水地

第４配水区
並柳第２配水地
→並柳第１配水地

島内第２水源地（塩素消毒）

源地水源地（塩素消毒）

第５配水区 島内第１水源地（塩素消毒）

第６配水区 並柳第２配水地

芳野町第２水源地（塩素消毒）

大久保第１水源地（塩素消毒）

大久保第２水源地（塩素消毒）

第７配水区
今井第１配水地

今井第２配水地

第８配水区 寿配水地

第９配水区 松原配水地

三城配水区 三城浄水場（膜ろ過）

【 松本地区水運用概要２ 】

【 松本圏域水道事業者関係 】

長野県企業局 松塩水道用水管理事務所

松本市
（松本地区）

塩尻市 山形村

水道用水供給事業者

水道事業者
（末端給水事業者）

「受給協定書」に基づいて、用水供給事業者である松塩水道用水管
理事務所から用水供給を受け、皆様にお配りしています。



松塩水道用水送水系統図
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塩尻市・山形村受水配水地
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受

出典：松塩水道用水供給事業概要
（長野県企業局 松塩水道用水管理事務所）
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見学施設紹介

【 見学施設紹介 】

• 島内第１水源地

供用開始日 大正１２年９月１６日

計画取水量 ７，４９７㎥/日

水源能力 ２７，５００㎥/日

揚水設備 送水ポンプ×２台

揚程６５ｍ φ４００mm ３００ｋW ２０㎥/min

施設設備 滅菌用次亜塩素酸ナトリウム注入設備×２系統

ｐＨ調整用苛性ソーダ注入設備×２系統

遠方監視制御設備×１式

水源監視用水質計器（浄水濁度、残留塩素、ｐＨ）

非常用発電機 ７５０kVA×１台

応急給水用設備×１式

登録有形文化財 旧喞筒室（ポンプ室）、倉庫、集合井

会所１～３、石積及び階段

施設諸元



【 見学施設紹介 】

• 島内第１水源地

事業年度 事業内容

大正１２年度 城山配水地へ送水開始

昭和２７年度 城山配水地への送水ポンプ設備及び送水管増設

昭和３８年度 ポンプ施設増設 送水管布設替え

昭和４５年度 蟻ケ崎配水地への送水に変更
（島内第２水源地を城山配水地への送水に切替）

昭和４８年度 ポンプ設備更新

昭和５９年度 受変電設備更新

平成２１年度 発電機設備建屋築造 発電機更新

平成２７・２８年度 構内配管耐震補強工事
送水ポンプ・受変電設備・次亜注入設備更新

主な経過

【 見学施設紹介 】

• 島内第１水源地

ＨＷＬ

ＬＷＬ

集水井

第５配水区

蟻ケ崎配水地

Ｐ

井戸×２本

送水ポンプ

城山配水地
水運用フロー

島内第１水源地



【 見学施設紹介 】

• 島内第１水源地

ｼｮｸﾄｳｼﾂ

旧喞筒室 倉庫 集水井

非常用発電機 応急給水用設備 送水ポンプ

登録有形文化財 稼働施設

【 見学施設紹介 】

• 城山配水地

供用開始日 大正１２年９月１６日（旧配水池）

配水池 プレストレストコンクリート製

有効容量６，０００㎥×２池（旧配水池除く）

施設設備 緊急遮断弁φ５００mm×１基

ｐＨ調整用苛性ソーダ注入設備×２系統

遠方監視制御設備×１式

水源監視用水質計器（浄水濁度、残留塩素、ｐＨ）

非常用発電機 ２２０kVA×１台

応急給水用設備×１式

敷地内施設 城山流量調整所

隣接施設 岡田第１加圧所

岡田第２緊急予備加圧所

登録有形文化財 接合井、旧配水池

施設諸元



【 見学施設紹介 】

• 城山配水地

事業年度 事業内容

大正１２年度 旧城山配水池築造 供用開始

昭和４３年度 現１号池築造 供用開始

昭和４５年度 島内第１水源地からの送水を
島内第２水源地からの送水に変更
（島内第１水源地は蟻ケ崎配水地への送水に切替）

昭和５９年度 現２号池築造 供用開始

平成１０年度 緊急遮断弁設置

平成１４年度 受変電設備更新

平成２６・２７年度 構内配管耐震化 配水池外装改修工事実施

主な経過

【 見学施設紹介 】

• 城山配水地

ＨＷＬ

ＬＷＬ

集水井

第４配水区

城山配水地

Ｐ

集水管×２本

送水ポンプ

岡田第２配水地

水運用フロー

蟻ケ崎配水地

第５配水区

ＨＷＬ

ＬＷＬ

島内第１水源地
島内第２水源地



【 見学施設紹介 】

• 城山配水地

登録有形文化財 稼働施設

旧配水池接合井 配水池

非常用発電機 城山流量調整所 高圧受電設備

現在進めている取組み



【 老朽給・配水管改良事業 】

• 中心市街地に残る古い配水管および給水管は、
漏水や赤水の発生原因となるほか、被災時に損
害を受ける可能性が高く、市民生活に支障を及
ぼす恐れがあります。

• これらを防止するため、配水管の改良と給水管
の取替を計画的に進めています。

【 水道施設耐震化事業 】

• 大規模地震が発生した場合、水道施設への被害
を最小限に抑えるとともに、被災時に水道水が
早期に供給できるよう、主要な水道施設につい
て耐震化を進めています。



【 小水力・マイクロ水力発電事業 】

• 上水道施設の高低差を利用した水力発電を行う
ことで未利用の再生可能エネルギーを活用し、
温室効果ガスの一つであるＣＯ２削減を図るこ
とにより低炭素社会の実現を目指しています。

【 水道ＤＸ推進事業 】

ベテラン職員の持つ熟練した技術・知識を記
録することで暗黙知を形式知に変換でき、若
手職員が繰り返し確認することで技術継承に
貢献しています。

• ウエアラブルカメラ



【 水道ＤＸ推進事業 】

土砂災害や風水害の際、施設の被災状況を遠
方から安全に確認することを目的とし導入し
ました。また、施設構造物の点検、広報用資
料作成にも活用しています。

• ドローン

終わりに



【 終わりに 】

• 私たちは、将来に渡って清浄な水を皆様に
お届けするために、先達から受け継いだ水
道を次の世代に継承し、１００年先まで持
続する水道を目指しています。

• そのため、断水を伴う管路更新など、どう
しても皆様の生活に影響が出てしまう場合
があります。

• ご理解・ご協力をお願いいたします。

～ご清聴ありがとうございました～


